
【鹿児島ユナイテッド FC】 2024Ｊリーグ新人研修クラブ運営サポート活動レポート 

井堀 二昭 

 

 

2024 年 9 月 10 日（火）、鹿児島県奄美市内において、井堀 二昭 選手が、クラブ運営サポート

活動を行いました。 

 

・関連部署：営業部 

 

・活動内容、目的 

クラブが各自治体、オフィシャルトップパートナー企業シフトプラス社と連携しているふるさと納税

「ゆなさと納税事業」のプロモーション活動。奄美市の担当として、奄美市の返礼品と観光名所を

紹介するために各所をめぐってみずからその魅力を体感した。 

あやまる岬では、大きく広がる海の景色と近くのカフェで名物ハンバーガーの試食 

泥染公園では 1 時間以上かけて白 T シャツを、染料と泥で染める体験 

鳥しんでは奄美大島の名物「鶏飯」のほか山羊汁などを実食 

奄美市役所では奄美市長ならびに副市長に表敬訪問 

 

◎選手のコメント 

井堀 二昭 選手 

初めて行った場所で景色もよく、人の優しさや温かさも素晴らしいと思いました。たった 1 日の奄

美大島でしたが、奄美大島の魅力や観光名所を知ることができ、とても貴重な体験でした。 
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【鹿児島ユナイテッド FC】2024Ｊリーグ新人研修 シャレン！活動レポート 

井堀 二昭 

 

2024 年 11 月 22 日（金曜日）、鹿児島市立一倉小学校で、井堀 二昭 選手が、シャレン！活動を

行いました。 

 

① 地域・社会課題： 

クラブの練習拠点に近いものの児童数の少なさから、“J クラブのいる街の小学校”としての恩恵

を得られていない 

 

② 協働者：鹿児島ユナイテッド FC/鹿児島市/一倉小学校 

 

③活動概要や内容、目的  

鹿児島市喜入地区が鹿児島ユナイテッドFCの活動拠点となり、3年が経過した。その間、クラブと

多くの地区、小学校と様々なイベントを行ってきた。全校生徒 3 人の一倉小学校を除く全ての小学

校でイベントが行われていたため、『今まで何も活動実績がなく、少人数』である小学校への訪問

を井堀選手が希望したため、今回の訪問が決まった。訪問を通して、質疑応答や興和といった硬

い感じではなく、J リーガーが近くにいるものの、触れ合える機会がなかった児童たちに『サッカー

選手と楽しい時間を過ごせた』という思い出を作ってもらおうと思った。 

活動内容としては、体育の授業に選手が参加し、一緒に身体を動かした。その後、給食を一緒に

食べて、後片付けを行った。当初の予定にはなかったが、児童のリクエストで昼休みも一緒に遊

ぶことになった。『サッカーをして給食を食べて親睦を深める』予定だったが、会話の中で井堀選

手が小学生の頃はソフトボールをしていたことが分かり、ソフトボール少年団に所属している児童

とキャッチボールを行った。その間、残りの 2 人とは、新人研修担当者とシャレン担当者が一緒に

サッカーをした。 

新人研修担当者自身が小学生の頃に、プロサッカー選手と触れ合う機会があり、それが未だに鮮

明に良い思い出として残っているため、一倉小学校の児童たちにも同じような経験をして欲しかっ

た。結果として、訪問後、児童たちの顔をみると、『きっと彼らの未来にも残る良い思い出になった

のだろう』と感じた。 

 

◎選手のコメント 

井堀 二昭 選手 

この今回の活動は自分としても初の試みで一倉小学校という生徒 3 人のところへ行くことができ、

普段ではできない体験をさせてもらうことができました。生徒一人一人ともしっかり話すことができ

大人数ではできないこともできました。初めての活動でしたが、とても楽しく、また機会があれば絶

対やりたいと思えたような活動でした。 
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